


答え ロ



直径 2.6mm の電線の断面積は約 5.3ｍ㎡で、選択肢のうち、5.5ｍ㎡が最も近く、長
さも同じ 20m ですので、この組合せが最も近い答えになります。

答え ニ



答え ロ



答え ロ



答え ハ



答え ロ



答え ハ



直径 1.6mm の 600V ビニル絶縁電線（軟銅線）の許容電流は 27A、電流減少係数
0.56 ですから、27×0.56＝15.12[A]
小数点以下第一位を７捨８入して 15[A]です。 答え イ



答え ハ



設問の選択肢のうち、「ロ」は 30A の分岐回路に対して電線の太さが 2.0mm となってい
ますが、この場合は単線で 2.6mm 以上、より線であれば断面積 5.5ｍ㎡以上の太さの電
線を使用しなければなりません。
従って「ロ」が誤りです。なお、コンセントの個数は関係ありません。

答え ロ



ねじなし電線管とねじなしボックスコネクタを接続する際は、止めネジを回して、
ネジの頭部分をねじ切るまで締め付けます。

答え ハ

600V ビニル絶縁電線（IV）の絶縁物の最高許容温度は 60℃です。

答え ロ



コンクリート壁に金属管を取り付ける際は、振動ドリルで穴をあけ、その穴にカー
ルプラグを打ち込み、サドルと木ねじで金属管を取り付けます。

答え ロ

三相誘導電動機の毎分の回転速度は以下の計算式の通りです。
回転速度Ｎは電源周波数ｆに比例しますので、電源周波数が 60Hz から 50Hz に変わ
ると回転速度は減少します。

答え ハ



低圧進相コンデンサは、回路の力率を改善するために、低圧三相誘導電動機に対して並
列に接続します。力率を改善することにより、同じパワーを出すのに少ない電流で済む
ようになります。

答え イ

写真はケーブルラックです。
ケーブル工事の際、ケーブルを収めて配線するのに用います。

答え ロ



写真は器具等を取り付けるための基準線を投影するために用いる、レーザー墨出し
器です。

答え イ

写真の工具はガストーチランプで、硬質ポリ塩化ビニル電線管の曲げ加工に用います。

答え イ



電線相互を接続する場合、火災や感電などを防止するため、以下の条件が定められ
ています。
①電気抵抗を増加させない
②電線の引張り強さを２０％以上減少させない
③接続部分は必ずろう付け（はんだ付け）する（スリーブやコネクタを使用する場
合を除く）
④接続部分は、絶縁電線の絶縁物と同等以上の絶縁効力のあるもので十分被覆する

従ってａ～ｄのうち、ｃは上記の要件に合わないため、「二」が正解です。

答え ニ

合成樹脂管工事と水管は、接触させないように施設する必要があります。

答え ハ



スイッチ「イ」に対して、換気扇の他パイロットランプにも「イ」の記号がありま
すので、スイッチオンで換気扇を作動すると同時にパイロットランプを点灯させる
のがわかります。
従って、スイッチの片側に黒（非接地側）、片側が負荷（換気扇、パイロットラン
プ）につながる赤、パイロットランプの片側に白（接地側）の組合せが正解です。

答え ロ



コンクリートの床は吸湿性があり、絶縁性のものと認められないため、Ｄ種接地工
事の省略はできません。

答え ハ

600V ビニル絶縁電線２本（３本以下）を金属管に収める場合の電流減少係数は 0.7
です。

答え イ



電力計は、消費電力の測定に使用します。
消費電力量は、電力量計を使用して測定します。 答え ハ

絶縁抵抗を測定する際は、測定する回路に電源電圧が加わっていない状態にしてお
かなければなりません。

答え ニ



使用電圧 100V（300V 以下）の電路で、動作時間 0.1 秒（0.5 秒以内）の漏電遮断器
が施設されていますから、Ｄ種接地工事を施し、接地抵抗値ａは 500Ω 以下となり
ます。また、絶縁抵抗値ｂは使用電圧 300V 以下で対地電圧 150V 以下ですから、
0.1Ω 以上が必要です。従って、「イ」が適合しません。

答え イ

電圧測定では、アナログ計器は入力抵抗が低く、ディジタル計器は入力抵抗が高い
ので、「二」が誤りです。

答え ニ



配電盤を造営材に取り付ける作業と、電線管を曲げる作業は、電気工事士でなけれ
ば従事できません。

答え イ

電気工事士は、適法な表示が付されているものでなければ、電気用品を電気工作物
の設置等の工事に使用してはならないので、「イ」が正解です。
ロの表示は、特定電気用品以外の電気用品を表します。
ハの漏電遮断器は、特定電気用品です。
二の電気用品とは、電気用品安全法施行令で定められた品目だけが該当します。

答え イ



交流の電圧区分は、600V 以下が低圧、600V を超え 7000V 以下が高圧です。

答え ロ



引込線取付点の地表上の高さは、原則４ｍ以上、交通に支障がない場合は 2.5ｍ以上
です。設問では交通に支障のない場合ですので、「ロ」が正解です。

答え ロ



図で示す箇所は地中配線ですから、ケーブルを使用しなければなりません。
従って IV 線は使用できません。

答え ハ

●は点滅器（スイッチ）、「H」は位置表示灯（切時に点灯）内蔵を表します。

答え ニ



この図記号は、開閉器を表します。
その先に圧力スイッチが接続されていますので、制御用の電磁開閉器であることが
わかります。

答え ハ

設問の箇所の機器は配線用遮断器で、その先の記号をたどってゆくと、電圧や電流
の傍記の無いコンセントへと続いています。
ですから、これらのコンセントは 15A100V であることがわかります。
従って、この配線用遮断器の定格電流の最大値は 20[A]です。

答え ロ



この図記号は、リモコンリレーを表します。

答え イ

設問の箇所の接地工事は、使用電
圧 200V で、300V 以下ですから、
Ｄ種接地工事で、引込線の電源側
に地絡遮断装置が設置されていま
せ ん の で 、 接 地 抵 抗 の 最 大 値 は
100Ω です。

答え ロ



設問の図記号は、フロートレススイッチ電極を表します。
数字は電極数を表します。

答え ニ

答え イ



引掛形のコンセントを表すには、図記号の横に「T」と傍記します。

答え イ



漏電遮断器（過負荷保護付）の図記号に、「3P 100A(欠相保護付)」の傍記があり
ますので、欠相単相保護付の過負荷保護付漏電遮断器です。
選択肢のうち、欠相検出用リード線付で、銘板に漏電ブレーカと書かれている機器
が正解です。

答え ニ



答え ハ



この配線図には、リモコンスイッチが使用されていません。
使用する場合は、スイッチの記号●に「R」と傍記されます。

答え ハ



答え ハ



設問の箇所は、ねじなし電線管の工事なので、金属管にねじを切るためのねじ切り
器は使用しません。

答え ニ



設問の箇所の施工はねじなし電線管工事ですから、薄鋼管用カップリングは使用し
ません。

答え ニ



答え ニ



答え   イ



この配線図には、接地極付接地端子付コンセントが 1 カ所使用されています。
集会所のコンセントに「EET」の傍記があります。

答え ニ

この配線図には、確認表示灯内蔵スイッチが使用されていません。
使用する場合は、スイッチの記号●に「L」と傍記されます。

答え ニ




